
●　内　容

・６月は「食育月間」です

・事前の備えはできていますか？

　「収入保険」のご案内！

・自然災害に備えて農業版ＢＣＰを作成しましょう

・国・県：肥料価格高騰対策事業
（Ｒ４年度秋肥の過不足分及び春肥）のお知らせ

垂 水 市 農 林 技 術 協 会 だ よ り
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回覧

１．家族や友人と楽しく食卓を囲む

２．自分の食事をチェックし、栄養のバランスを取るよう気をつける

３．１日３食きちんと食べる習慣を身につける

４．感謝の気持ちを込めて「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする

５．はしの正しい持ち方や食器の正しい並べ方を身につける

※７月26日（水）に農業用廃プラスチック類回収を予定しています。

　詳細につきましては来月号に掲載いたします。

６月は「食育月間」です
毎年６月は、国が定める「食育月間」です。本市は、第３次食育推進計画に基づ
き、食育の取り組みを進めています。子どもも大人も健康でイキイキと暮らすため
に、できることから「食育」に取り組んでみましょう。

６．庭や鉢植えなどで、野菜を栽培し、料理する

７．買い物の中で、新鮮で安心できる食材の選び方を身につける

第3次垂水市食育・地産地消推進計画

「食育」とは、様々な経験を通じて、「食」に関する知識とバランスの良い
「食」を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践できる力を育むことです。
栄養バランスの重要性はもちろん、生産者への感謝の気持ちや安全な食材の選び
方、地域ごとの食文化への理解なども学んでいきます。この他にもフードロスの
削減や食材の地産地消も食育の一環として取り上げられています。

農林技術協会だより

は市のホームページ

でも掲載しています

できることから始めよう！こんなことも「食育」につながります！
１．家族や友人と楽しく食卓を囲む

２．自分の食事をチェックし、栄養のバランスを取るよう気を付ける

３．１日３食きちんと食べる習慣を身に付ける

４．感謝の気持ちを込めて「いただきます」「ごちそうさま」の

あいさつをする

５．はしの正しい持ち方や食器の正しい並べ方を身に付ける

６．庭や鉢植えなどで、野菜を栽培し、料理する

７．買い物の中で、新鮮で安心できる食材の選び方を身に付ける

食育とは？
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事前の備えはできていますか？
「収入保険」のご案内！

収入保険は、自然災害や価格低下だけでなく農業者の経営努力では避けられな
い収入減少が補償の対象です。

加入できる方 保険期間 補償内容

標準の保険方式（掛捨て）とオプションの積立方
式（掛捨てではない）の組み合わせにより、充実
の補償を実現

基準収入1,000万円の場合の最大補償内容

負担額 補償額 支払開始

青色申告を行っている
農業者（個人・法人）

個人：１月～１２月
法人：事業年度の１年間

保険期間の収入が基準収入
の９割を下回ったときに、
下回った額の９割を上限に
補てん

※個人の方は１２月まで、法人の方は事業年度の末月までに加入申込をお願いします。

〇収入保険の補てん方式

積立方式 22.5万円 90万円 900万円以下

例えば、保険期間の収入がゼロになったときは、
810万円（積立金90万円、保険金720万円）の
補償が受けられます。

保険方式 8.5万円 720万円 800万円以下

〇無利子のつなぎ融資が受けられます！

大きな災害等により補てん金の受け取りが見込まれる場合、無利子の「つなぎ融資」を受けること
ができます。つなぎ融資を受けた金額は、補てん金と相殺して返還することになります。
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☎0994-48-3180　まで！！

自然災害に備えて農業版ＢＣＰを作成しましょう

ＢＣＰ（事業継続計画）とは、自然災害などの緊急事態が発生した場合
人員、電気、水、資金等が足りなくなることが想定される中で、どの仕事を優先して続け
るか、どうやって再開するか、ということをあらかじめ決めておく計画のことです。
農水省がチェックリスト【リスクマネジメント編／事業継続編】と農業版ＢＣＰのフォー
マットを紹介しています。今後の自然災害等への備えに活かしましょう。

このような時のために・・・

チェックリスト：リスクマネジメント編

①日頃からのリスクに備えるために

「収入保険」のご案内（続き）

昨年の台風災害だけでなく、１月の雪害による農作物の被害等の中で、収入が減少した多くの農業
者が補てん金やつなぎ融資を受け、営農継続することができています。

加入のご相談は、「鹿児島県農業共済組合肝属支所　収入保険課」

③被災後の復旧・事業継続のために

☑ 収入保険の補償内容を理解するとともに加入していますか　など

チェックリストの各項目に、ご自身の内容を当てはめていくと、
農業版ＢＣＰ（事業継続計画書）が作成されます

☑ ＭＡＦＦアプリをインストールし、災害対策等の情報を活用していますか　など

②台風等襲来の直前対策のために

☑ トラクターやコンバイン等の農業機械を高台や屋内へ移動させましたか　など

チェックリスト：事業継続編

パンフレットや様式はこちら

農水省ホームページ

自然災害時だけでなく、平常時の自らの経営の

見直し、改善にも繋がります！
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国・県：肥料価格高騰対策事業
（Ｒ４年度秋肥の過不足分及び春肥）のお知らせ

肥料価格の高騰による農業経営への影響を緩和するため、化学肥料低減に向け
て取組を行う農業者に対して肥料コスト上昇分の85％（国支援分70％、県支
援分15％）が支援されます。

支援対象者 5戸以上の農業者グループ　※ＪＡや部会など

支援金の
算定式

参加要件 化学肥料の２割低減を取組メニューから２つ以上実施する

◆ スケジュール ◆

肥料販売店から県への申請は、令和５年４月から開始しています。

【県への申請期限】　6月２6日（月）　…▶　８月末頃 支援金の交付
              　   ※最終  ７月２８日（金）　…▶　９月中下旬 支援金の交付

項　目 内　容

支援の対象
となる肥料

・令和４年11月から令和５年５月に購入した肥料
　（春肥として使用する肥料）
・令和４年６月から１０月までに購入した肥料
　（令和４年秋肥）の過不足分
　　※令和５年４月以降に２回目以上の申請を行う場合

□ 通帳・印鑑

必要な書類等

□ 化学肥料低減計画書

□ 肥料費の領収書、内容の分かる書類（注文書や納品書、請求書）

□ 販売実績がわかる書類（出荷伝票・販売伝票など）

支援金

0.85当年の肥料費 当年の肥料費÷高騰率÷0.9

春肥分は1.4

農業者の皆さまの申込み先は、

肥料を購入された肥料販売店です！！
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